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第12巻 第2号 九 州大 学農 学部 学芸雑 誌 昭 和26年8月

稻 線蟲心 枯 病 の 防 除 につ い で

吉 井 甫.山 本 重 雄

On some methods for the control of the rice nematode disease 

         Hazime Yoshii and Shigeo Yamamoto

緒 言

著者等2)は さきに稻線虫心枯病の防除には病原線虫の潜在する種子を冷水淵湯滑毒法に

よつて消毒することが肝要であると述べた.即 ち被害種子を20℃ 以下の冷・水に16乃至20

時間浸漬 した後これを51℃(50。 ～52。)の 温湯によつて7分 間(5分 ～10分)浩 毒するの

である.而 してこの方法は播種前60日 に浩毒 して置 くことが可能であると述べた.

水稻の栽植様式を変えた場合は本病による被害は如何になるか,或 は冷水温湯浩毒方法

以外にもつと簡単な種子消毒方法はないか,とい うことについ て一両年実験 を行い,や や

見るべ き結果を得たのでこ こに報告する次第である.こ の報告については1950年4月7

日の日本植物病理学会の席上でその概略を読んだことを附記する.

実 駿1.水 稻 直播 栽 培 と葉先 自枯 の発 生 との関 係

試験区には90×60cmの コンクリPト 槽6個(毎 年水稻を栽培 し,福岡 縣施肥基準に

従つて肥料を施している)を使用 し,こ のうちの3個 を直播区とした.即 ち1949年5月28

日に各槽の土を耕起 し,30cm間 隔に縦の溝 を2本 作 り,各 條に10cm間 隔を以て8箇

所に本病被害種子を各10粒 つつ播種 した.使 用した品種は旭である.播 種後各條に浅 く覆

土 し,.その上に少量の堆肥を撒布し,か つその上に小麦藁を覆い,時 々撒水 した.発 芽後

第4本 葉の出るのを待つて間引きをなし各株を4本 とした。6月 上旬に各槽 当 り硫安159

を施 し,6月中旬 に水 を入れて 水田状態 とな し,7月中旬 に再び159の 硫安を施した.

標準区には残 りの3槽 を使用し,6月下 旬に耕起 して直ちに水を入れ,6月28日 移植を行

つた.こ れに使用した苗は,上 記と同じ病種子(旭)を 予め6寸 鉢に播種(5月28日)し

て置いたものであ り,1株4本 つつ,各 槽2行16株 の並木植えとした.標 準区の肥料は

各槽当 り硫安309で あ り,7月6日 に施 した.

か くて9月6,7の 両 日に亘 り各株につき葉先白枯の病徴のある葉 を有する茎の 発 生 率

を調査 した.そ の結果は第1表 の通 りである.

九州大学農学部植物病理学教室業績.
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第1表:直 播 と移植 による葉先 白枯茎 の発生率 の比較.
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a)1株4本 植8株平均 の発病茎率.一
直 播 移 植

誤 差

5,922b)

10,253

1

94

5,922

109.1

542**

計 16,175 95

b)Bliss表 による変数 変換後の計算値.

第1表 によると,直 播区は移植区に比 して葉先白粘葉を有する茎の癸生寒が 明か に 多

い.水 稻直播栽培をすると線虫心枯病 も減少すると説 く者がないではないが,こ の実験の

結果か ら見ると,直 播栽培 をして も葉先白枯の病徴は減退しない ものであることがわかる.

実 験II.早 期播 種 と本病 の被 害 との 関係

従来の我 々の実験結果から見ると本病の病原線虫の水中に 於ける生命は最大約1箇 月で

あると考えられる.こ のことは普通の播種期よりもかな り早 く種子を水中に播けぱ或は本

病の被害をまぬがれ得るかとも考えられる.こ の実験 ははたしてその然 るやを試みた もの

である.

実験第1と 同一の病種子(旭)を 使用し,第1回 は3月14日(1949)に 殺菌土をつめた

6寸 鉢2個 に播種 し,第2回 は同様にして4月4日 に播種した.tれ ら両回の ものは播種

後水 を充分に加えて深水とし,5月27日 に仮移植 を行い,7月2日 に本田移植を行ρた.

本田に当てたものは3×1尺 のコンクリート槽3箇 つつであ り,と れに1株3本,2行,

合計各槽14株 の並木植えを行つた.比 較対照区としては,同 所に於ける同様コンクリー

ト槽3箇 を使用し,こ れに対 し,同 前種子を5月30日 に播種 して得た苗を7月2艮 に同

様に移植 した.こ れ らの各槽の土壌は蓮年甘藷苗床土として使用した ものであつて,稻 の

肥料としては7月6日 に各槽当 り硫安309を 施したのみであつた.

か くて9月4～6日 に各株 につき葉先白枯葉を有する茎の発生率 を調査 した の で あ る

が,こ の試検地区は7月 中旬,8月 中旬の2回 の台風の被害を受けて下方葉の葉先の多 く

は裂けたため病徴の制定が困難となつたので,発 病茎の認定は上方葉2葉 のみの調査によ

つてこれを定めた.調 査の結果は第2表 の通 りである.
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第2表=播 種期 を異 にした場合 の葉先白枯茎 の発生率・
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a)3本 植各株の発病茎率.

第2表 によれば,5月30日 播種(普通播種期)に比して3月14日,4月4日 播種のものは

葉先白枯茎が極端に少いことがわかる.こ の場含の葉先白枯茎の少い ことは同時に線虫の

寄生の少いことを示すものであることは第3表 によつて明かである.即 ち第3表 は各区各

槽毎に収穫後,籾 を20粒 つつ5回 とり,常 法2)に よつて線虫の存否を検 した結果である.

第3表:播 種期を異に した場合 の収穫 籾に於 ける線虫の存否.

3月14日 4月4日 5月30日

a)+は 生存線 虫の存在 を表 し,そ の多い ものほ ど線虫数の多いこ とを示す.± は死虫が少

々存するこ とを示 し,一 は生存虫,死 虫共に存在 しない ことを示す.

これらの実験結果から見 ると,播 種期を普通の時期よりも60日程早 くすることによつて

本病害をほぼ完全に防除し得 ることがわかる.但 しこの方法は一種の特農技術に属するも

のであると云 うべ く,特 に苗腐敗病対策に充分の注意が必要であり,こ れを一般に奨励す

ることは甚だ困難であると考える.
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実 験III.温 湯溝 毒 と稻 種 子 に潜 在 す る主要病 原菌 の生 死

稻種子に潜ilEする線虫心枯病の病原線虫は冷水温湯消毒2)に よつて完全に殺滅すること

が出来る・又後述の逓 り乾燥種子を直ちに5ff～57℃ の温湯 に10分 乃至15分 間浸漬する

ことによつてもとれを死滅 させるこ とが出来る.稻 の種子に附着又は潜在する種 々の害菌

が,上 記の規格の処置法で同時に殺滅 し得るならば好都合である.こ の実験は二三の主要

病原菌 を籾毅(又 は籾)に 長期間 培養 し自然 に乾燥せしめた後上記 の規格の処理方法で死

滅するか どうかを試験 した ものである.

1949年2月25日 稻籾穀 を・普通大の試験管数十本に入れ,水 を加えて殺菌 し,とれにイモ

チ病菌(Pirieulariaory2aの,ゴ マハガレ病菌(OPhiobolusmlyabeanus),及 びバ

カナエ病菌(Gibberellafu7'ileuroi)を 各々数本つつ培養 し,そ のまま室溜下に放置 し,

1箇 年を経過 した1950年2月7日 にこれら自然乾燥 させた菌 を実験に供 した.イ モチ病

菌については,さ らに1949年10月13目 に殺菌煮籾上にとれを培養 し25℃ の定温器に

牧めた ものを1950年3月12日 に取出して上記試験の追加材料とした.

これ らの乾燥した病菌培養籾殻 を小量つつ各菌当 り5本 乃至1C本 の殺菌試験管に分ち,

馬鈴薯煎汁を加えて12'～15℃ の下に16時 間放置した.然 る後51。又は52℃ の温湯 に5

分又は10分 間浸漬 した.温 湯処理後は直ちに冷却 し,そ の後これ を25℃ の定温 器に牧 め

て4日 後及び8日 後に菌の生死を槍 した.そ の結果は第4表 に示す通 りである.

第4表:乾 燥籾穀中の稻主要病原菌の冷水温湯漕毒による生死a)

病原菌1侵漬時間1 一 一

P

0

G

52℃

5

10

5

10

5

10

十b)一 一 一 十

十 十 十 十 十

十??十 十

十 十 十 十 十

十 十 十 十 十

一51℃ 一

十 十 十??

十 十 一 一?

十 十 十 十 十

十 十 十 十 十

十 十 十 十 十

十 十 十 十 十

一 標準一

十 十 十 十?

十 十 十 十 十

十 十 十 十 十

十 十 十 十 十

十 十 十 十 十

十 十 十 十 十

a)冷 水(12。一一15℃)16時 間予浸.

b)+は 生存,一 は死滅,?は 雑菌混 入のため生死不明.

P'PiriCPtlariaorPt2ae.O:OPhiobolusmiPtabeanus .G:Gibbere〃o卿 ノileuroi.

又 同 じ く乾 燥 した 培 養 籾 殻(イ モ チ菌 の み は籾培養)に 馬 鈴 薯 煎 汁 を加 えた 後 直 ち に56。

叉 は57℃ の温湯 に15分 間 浸 漬 した場 合 の各 病 原菌 の 生 死 は第5表 の 通 りで あ る.

第5表:乾 燥 した病 菌培養の温湯浸単独消毒 に よる生死.

病原菌1 一57℃,15分 一 一56℃ ,15分 一 一 標 準一

P

O

G

十 十 十??

十 一 十 十?

十 十 十??

十 十 十 十 十

十 十 十??

十 十 十 十 十

十 十 十 十 十

符号 はすべ て第4表 と同 じ.
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西門 ・中山両氏1)は ゴマハガレ病被害粗を冷水に浸漬後52℃ の温湯に10分 間浸漬する

ことによつて,と の病害の第一次発生を著 しく抑圧することが出来ると述べてい るが,第

4表 及び第5表 によれば,稻 線虫心枯病の病原線虫を殺すための冷水温湯消毒 並びに後述

の温湯浸単独消毒 のいすれの場合で も,稻 の主要病菌である供試3種 菌のすべてを完全に

殺すこ とは出来ない.従 つて,線 虫心枯病を温湯清毒で防除しても,他 の病菌 による侵害

の恐れの甚 しい種子は,温 湯消毒 後に改めて藥剤消毒 をする必要があるものと考える.

実 験IV.温 湯 浸単独 清 毒

冷水温湯消毒 は種子の消毒方法 としては複雑な方法であり,これ を小規模に行 う際は比

較的無難であるが,こ れを大規模に行おうとすると諸種の難点が伴つて 来るためにその実

行は著 しく困難 となる.温 湯の温度 を今少し高め,或 はこれに浸漬する時間を今少しく長

くした場合 には,冷 水予浸とい う予備作業を省略することが出来るのではないかと考えて

次の実験を行つた.

a)温湯 浸単独消毒 と線虫の生死

本病 々原線虫を多数に有する被害種子を供試材料とし,こ れを52。,53e,54e,55。,56。,

57℃ の各温湯に10分又は15分聞浸漬 した後冷水に投 じた.然 る後一度乾燥 させ,各 区より

1回20粒 づっ10回 取出して籾殻 を剥 ぎ,常 法によりその中の生線虫の存在を検 した.そ

の結果は第6表 に示す通 りである.

第6表:温 湯 浸単独 処 理 と線 虫 の 生 死.

_標 準_一 一52。(1===一一 一一53-一 一54-一 一一55-一 一一一一56-一 一5-

1210分15分10151015101510151015

十a)十

十 十

十 十

十 十

十 十

十 十

十 十

十 十

十 十

十 十

十 十

十 一

十 十

一 十

一 十

十 一

一 十

十 一

十 十

一 十

十 十

十 一 十 一

十 十

一 十 十 一

十 一

十_

十 一

十 一

十 一

計1010561331401010

各温度 の20
計

12 4 4 4 1 1

a)+は 反復10回実験 中生存線虫 をみ とめた もの・一一一一
1

処 理 温 度1
浸 漬 時 間
交 互 作 用1
誤 差i

14.586

0.257

1.043

5.000

6

1

6

126

2.431
0257
0.174
0.040

60.78**
6.43*

435**

計 20.886 139

各湿度合計値 間の有意差(5%)D≧2.5
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第6表 によると,52℃ 乃至57℃ の温湯 浸単独 の種子消毒 に於ては,温 度が高 くなると

殺虫効果が急激に増加 する。56e,57℃ は最 も有効で,53。～55℃ はこれ につぎ,52℃ はや

や劣るが標準の水浸のものに比 して殺虫効果が認められる.浸 漬時間即ち10分 及び15分

の比較に於ては15分 の方が勝 る。而 して又,温 度と浸漬時間の交互作用は極めて著 しい.

更に,乾 燥 した病種子(旭)を56。 又は57℃ で10分 又は15分 間消毒 した後 これを各々

5個 の6寸 鉢に直播 した.標 準区には温湯消毒 をしなかつた病種子を播種 した.こ の操作

は1949年6月 中旬に行い,同 年11月 初旬に各鉢毎に別に収穫 し,こ の収穫 籾中の線虫の

存否を常法によつて検した.即 ち各鉢の収穫 籾中より任意20粒 つつ4回 取出し,そ の籾

殼 を剥 ぎ,水 を加えて一晩23℃ の漁室に保つた後,各 区に於ける線虫の存否を瞼 したので

ある.そ の結果は第7表 の通 りである.

第7表:温 湯浸単独 処理の種子よ り生 じた稻 の収穫 籾中の線虫 の存否.

Pot

1

2

3

4

5

一標 準一

12

一一一56。C-

10分15分

一一一57℃-

1015

oa)

4

4

3

4

0

4

0

4

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

計 15 8 0 0 O 0

a)各potに つき4回 反復検査 中線虫を発 見 した回数.

第7表 に明かな通 り,乾 燥種子を56℃ 又は57℃ に10分 又は15分 浸漬することによ

りこの種子 より生 じた稻には本線虫の寄生のないととがわかる.

即 ち,第6表 ・第7表 の結果か らみると,乾 燥種子を直ちに温湯に投することにより,

本病原線虫をほぼ完全に殺滅することが可能であ り,そ の所要温度 は56℃ 乃至57C.で,

浸漬時間は10分 乃至15分 である.

この実験は小量の種子を使つて行つた実験であ り,と の方法を実地 に応用するに際して

は,一 度 に温湯浸 をする大量の種子塊中に残存するはすの室気泡 を如何に処置するかが重

要な問題となるはすであつて,種 子容器に問題が残 されているものと考える.

b)温 湯浸単独消毒 が稻種子の発芽に及ぼす影響

良乾燥種子(旭)を 供試材料とし,こ れを一一度水に投 じて浮種を除き,然 る後100～200

粒つつをガ帥ゼにてつつみ,52℃ 乃至60℃ の温湯 に10分 又は15分 間浸漬した.所 定時

間後は直ちに水中に投 じて冷却 させ,そ の後 これ より20粒 づつ4回 とつて漁砂上 になら

べ,25℃ の定温器に5日 保つた後発芽の有無を検した.そ の結果は第8表 の通 りである.
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第8表:温 湯浸単独処理が稻種子の発芽に及ぼす影響.

一52C-一 一一53--54--55--56-一 一57-一 一一58--59_-00--

10分15分10151015101510151015101510151015

0a)OO100000012000000

000101000210100110

0000000000◎2000200

000000000000101010

言十 〇 〇 〇201000224201320

a)20粒 中の不発芽数・

lSS}flvlF

処理温 度3.618045i1.60

浸 漬 時 間0.35、10.35124

交 互 作 用2.7880β48123

誤 差15。25540282 　
計121・991711

この実験の結果によれば,良 乾燥種子である限 り,S才C乃 至60℃ の温湯で10分 又は15

分間処理をしても,そ の発芽歩合には優劣が見出せないのである.こ のことについては既

に西門 ・申山1)両氏 も指摘 している.

60℃ の温湯に何分間 浸漬したならば発芽障害を来すかは第9表 によつて示 されている.

但 しこの表に示 したものの材料及び実験方法は前述のものと同様である.

即ち第9表 により,60℃ の温湯で

乾燥種子を直ちに消毒す る場 合 に

は,20分 ～30分 とい う長時間 の 浸

漬の時は じめて発芽に悪影響がある

ことを知るのである.

c)濃 湯単独 消毒の時期及び温湯

の温度の高低が稻の初期生育に

及ぼす影響

上記により,乾 燥種子を温湯で直

接処理 して も57℃,15分 を越えなけ

れば発芽に悪影響のないことを知る

のである.し か しなが らこの処理を

した種子よりの苗の初期生育は如何

であるかを更に試験する必 要 が あ

る.な お又播種をさかのぼること60

第9表;60rcの 温湯 に所定時間 種子 を浸漬 し

た場合 の種子の発芽.

60℃

1◎ 分152030

2a)032

0020

0024

0104

0112

0112

0123

0221

計261318

a)20粒 中の不発芽数.
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処理.21.137.038.08**

誤 差24.4280.8ブ

計1・5・5i31

各浸漬時間 の合計値の間 の有意差(5%)D≧6.O

日位にこの消毒を施 した場合には稻

の初期生育は如何であるかを試験す

る必要がある.

1950年3月10日,3月30日 及び

β月1Fi(播 種期)に良乾燥種子(旭)

をそれぞれ約300粒 つつ選 び,こ れ

を56℃ 及び57℃ の温湯で15分 間

消毒した.3月13日 及び3月30日 に消毒 した ものは,消毒 後数 目間日乾 して充分に乾

燥 させた.こ れ らを6月1日tc,水 田土壌をつめた6寸 鉢各2個 に播種し無肥料で育て,

6月19日('第4葉 期)に 任意20本 につき草丈を調査 した.標 準区としては各消毒 時期毎

に水浸のみをしたものを置いた.そ の結果は第10表 の示す通 りであ り,各 時期別 ・各処

理別の稻の初期生育の問には大なる相違 を認め難い.

第10表:温 湯単独消毒 法 に於け る温湯の温度及び消毒 施行時期が稻の初

期生育 に及ぼす影響(処 理時間は15分間).

一3月13日 一 一 一一一3fi30日 一 一 一6月1日 一

56℃57標 準a)5657標 準5657標 準

第4葉 期 に 於 け る(Cm)(Cm)(Cm)(・m)(・m)(・m)(・m)(・m)(・m)
20個 体 李 均 の草 丈g

.7610.310.3g.761t.211.011.110.210.2

a)標 準区は各時期 に水浸を施行す る.

lsslflviF

温 湯 源 度4.522226

消毒時 期8β524.431.11

交 互 作 用34・78}48・702・19

誤 差679・71}17・3・971

計172・.861!79

摘 要

1.稻 線虫心枯病は直播栽培 をしても葉先白枯茎率を減少することはない.

2.播 種期を繰上げて,普 通期より60日 程早 くすると本病を防除することが出来る.

3.冷 水温湯消毒(20℃ 以下の水に16～20時 間浸漬 した種子を50。～52℃ の温湯で5分

乃至10分 浸漬消毒 する)で は線虫 を殺すととは出来るが,種 子に潜在する稻主要病原菌を

完全に殺すことは困難である.

4.線 虫心枯病は,冷 水予浸をはぶ き,乾 燥種子を箪に温湯 に浸漬 しただけで も防除す

ることが出来る.即 ち56。乃至57℃ の濃湯に10分間 乃至15分 間浸漬するのである.

5.こ の温湯単独 滑毒法では,60℃ で20分 以上処理 した場合に稻は発芽障害を起す。
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6.こ の清毒法は,播 種期をさかのぼること60日 に行つて置いて も,そ の後の乾燥がよ

ければ,稻 の初期生育 をいためることはない.

7.こ の消毒法では,籾 に漕在する線虫は殺 し得るが,稻 の主要病原菌を完全に殺すこ

とは困難である.
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 Résumé 

1. The rice nematode disease will not decrease in the percentages of the 

culms with white-tip leaves even though the affected seeds are sown directly 

in the paddy field. 

 2. Possibilities are shown to prevent the infection of the causal nematode 

by the method in which the seed-time is hasten about 60 days than the usual 

(May 25 to June 5 in Kyushu). 
3. Both the modified hot water treatment — affectedd seed is immersed in hot 

water at 50' to 52°C. for 5 to 10 minutes after being soaked in cold water 

below 20°C. for 16 to 20 hours -- and the hot water method written below 

are found not able to destroy the pathogens of the important diseases of rice, 

hibernating in the husks. 

 4. A new hot water method for the prevention of the rice nematode disease 

is deviced, in which the dry seed is immersed directly in hot water at 56° to 

57°C. for 10 to 15 minutes. 

 Retardation of germination is observed only when dry seed is immersed in 

hot water at 60°C. for more than 20 minutes. 

 5. The new hot water treatment is possible to be applied in practice at the 

season 60 days before the seed-time. 

                                  Laboratory of Plant Pathology, 

                                           Kyushu University.


